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タニワタリノキ 類の 群落

大場達之 ・菅原久夫

Adinion rubello-piluliferae, eine neue Flu13bett-Gesellschaften im 

Bereich der Camellietea japonicae im Kyu;:;hu und S Korea. 

Tatsuyuki 0HBA und Hisao SuGAWARA 

Zusammenfassung 

Adinα（＝Naucleα〕isteine trnpische und subtropische Strauch oder niedrige 

Baum-Gattung der Rubiaceae. Eine Art der Gattung Adina racemosa M1Q・

w品chstimmergriinen Laubwald. Aber di巴 meistenArten der Gattung kommen in 

FluGufer und ahnlichen feuchten oder wechselfeuchten Flachen vor. Solche Adina-

Gesellschaften etwa den Salix-Gesllschaften im Bereich der sommergriinen Lau-

bwalder. 

Adinetum rubellae ass目 nova

Adina rubella HANCE ist in S China und Cheju-do (Querpaert-S-Korea) ver-

breitet. Im Cheju-do findet man auf Basalt Lavafeldern zahlreiche tiefe u-fりrmige

Rinnen, die fast gerade von der Hoh巴 zum恥1eerverlaufen. In diesen Rinnen 

steht nur bei Regen Wasser. Sie trocknen rasch aus. Dort bildet Adina rubella 

in Gesteinspalten und zwischen Grobkies niedrige und lockere Gebiische. AuBer 

Adina rubella wachsen keine anderen charakteristische Pflanzen in dieser Gese-

llschaft. Begleitende Arten sind einige Camellietea japonicae und Miscanthetea 

sinensis Arten. 

Adinetum piluliferae ass. nova 

Im S Kyushu baut Adinaρilulifera eine dem Adinetum rubellae ahnliche 

Gesellschaft auf. Adinaρilulifera wachst in Flul3bett und auf steilen Fels-

wanden von Schluchten. Sie bevorzeigt mehr schatten als Adinαrubella. 

Wir rechnen beide Adina Assoziationen zn einem eigenen Verband Adinion 

rubello piluliferae (Kenntaxon Adina rubellα－Gruppe). Die Ordnung und die 

Klasse sind noch nicht bekannt. 

はじめに

河川とその周辺には他とは異った植物群落が見られるが， 植生環境としての河川の特質

は，水流による破壊作用， 特に増水時の浸蝕と堆積作用にある。基質の種類と洪水の頻度，
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Farfugrnm Japomcum 
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強度に対応して河川には嫌々な植物j洋拡が分化している。

上流域では， 主に浸111:fi：用が行なわれ， liリ員環境の肥沃士山を好む一年生吊本のi作総は発

達できず，河床の宕上， 粗｛深i也や谷監下端の流＊に近い岩ー上には多年生革本または低水か

らなるJrお誌が形成される。 ，，，，流域では， 運搬， lif＇積作用がーととなり ， li~~や砂によ る州が発

達し ヤナキ＇. ~Ffの林や多作生草木などのJr下落が；陵介して生ずる。一方， 卜1庁LJ或て。は，対！被作

用がこしで， 草本併泌が｛災ー勢を占め， 停滞；水域では， ハンノキ林によるJtr:i“が形成される。

また河床の細砂， 泥質の環境では多く一年生平本による短期的で小面積のI下落が発達する。

以七のように河床に生ずる植物1洋治は， 特r:.i＝／，流， 下流域においてはオノエヤナギ併綱
のほか多くのものが調査報告されている。 しかし上流域渓谷町の河岸等に生ずる植物Hf拡

については， U：米協告が少なく，サツキlr'F集，キ シツツジJ作集など少数が知られているに
すぎない。

タニワタリ ノキ，シマタニワタリ ノキは名が示す通り，渓谷の河床， 川；；：：：に生育の本拠

を持つ種であるが， 従来それが構成する1tl＇－／芥については級 官がほとんどなかった。

我々は九州南部と済州島で， タニワタリ ノキ， シマタニワタリノキのm拡をl羽査する機
会を持ったので得た知l見を報告したい。
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Photo 1. Adinetum piluliferae. 

タニワタリノキ群集 （屋久島 ・大Jil)

タニワタリノキ群集 （表 1)

Adina pilulifera-Ass. ass. nov 

39 

タニワタリ ノキは， 1, , ，玉｜南It日からインドシナにかけて， その分布が知られており，Fl本

では，九州南，%，種子向， 屋久品，奄美大，~~jに分布ー している 。 その産地は， Mれも河川に

沿 っ ている 。 我々の ~j,';j併は宮111な県尾鈴 111 の名賀 J i ／ ， 屋久尚の南半分の各河川 lにおけるもの

である。

タニワタリ ノキは，渓右上に特徴的に生ずる砲である。 河床市llでは，著しく疎生l刊でλ

li~Sや岩株の トー im111~や！（￥，・仰の山隙；j/lに生ずる の -・}j，谷邸の下部に／｜ーずる場介は，密集した

H日停を形成し， 植紋率も80～90%とl高いことがー般的である。 河床；＇fllおよび行壁 ド!illてーは

洪水！日fに冠水し，imA：の影響をうd＼く 受けることが予想され， 事実タニ ワタリ ノキの枝先’：？

のにttllには，流＊によるゴ ミが多く付着しているのがwr:i且に認められる。
幹は下白ilから分岐し，樹高2～4UI桔1度である。nu併の構成田は，平均7～8種程Jぷで
河床の岩鰍 ｜二て棋は少なく ， 極めて疎生的である 。 谷~it 卜｛fflでは， 河川に沿 っ て情・状に irh約

を形成し， 密生した低水Ji同協となる。

｜燐慢するg.y：治は， 谷壁上；＇ti)や河岸七自llのやや上爆の発達した急i'.2/1l:1iの立士山に，イス ノキ，

ホソパタブ3 アラカシ写の林分が見られる。 このため， タニ ワタリ ノキ群抗内にも， ヒサ
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HOhe d. Veg et> tron (m): 
Veg eta tionsbedcckung (%) 

Ar tenzahl 
Kenna rt d, Ass.: 
Adina rubella 
Kennarten d Camelbetea 1aponicae: 
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Eurya Japonica 
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・sans ti2e Ar ten: 
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Abb. l=Fundort；巴 derAdinetum piluliferae, 2= Verbreitung von Ad問。 ρilulif，昨日

im Japan aus der ftoristischen Literatur und Herbrarmateriali巴n, 3=Fundorte der 

Adinetum rubellae. 

1 ＝タニワタリノキ群集~m査地 2＝文献と標本によるタニワタリノキの分布 3＝シマタ

ニワタリノキ群集制査地

カキ，イスノキ，アラカシ， トベラ等が混入している。 又開放的な立地では，ススキ，ヌ

ルデ，ナツフジ，ヤブイバラ等がわずかに見られる。

41 

群落の立地が河床， 河岸であるため洪水が毎年継続する限り，ヤナギ林と問機に持続群

落として存続するであろう 。 又岩線上や大隊士山などの貧養な乾燥する環境下で，河川の状

況が特別の変化をきたさない限り，選移は， i立まないものと考えられる。 即ち持続先駆群

孫である。

以上のように，極めて特徴的な立地と群務形態を示し，分布域の各河川に普遍的に認め

られるので1 タニワタリノキ一種を楳徴種として， タニワタリノキ1洋集として扱う ことを

提案したい。群集の楳徴種として強く結びっく植は見られず，隣接するヤブツバキ群綱の

群落より務下， 流入した種実に起源するイスノキj ヒサカキ，アラカシ，パリパリノキ等

がわずかに生ずるにすぎない。 これらの種頒は，洪水｜時の破壊作用などによる伏臥化，幹

の多岐化などのために，本来の樹形に成長し得ず， 開花結実に至るものはほとんど見られ

ない。即ちこれらヤブツバキ群綱の種は偶生種と見なし得る。

タニワタリノキ群集の調査海抜域は，屋久島に於ては，河川｜の下部域， 海に近い海抜約

20～200 m付近に多く見出され， ヤブツノくキi町二綱J:!J¥:の－Hflsに1洋諸分布の主体があるものと

し、える。 J屈Jil(1972）によると本種は，海抜500m以下にその木拠があるらしい。屋久島
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の内｜山高iflJ抜J山の河床ではJl:l：すことができず， 渓，日仁の他生が海抜500～ 600mを；境界

として， じ ，＇ ~illではサツキを主としたj洋治（ホソハハクーマーサツキ群集 宮脇他 1978）に，

←ド1111て、は，タ ニワタリノ キ併集に別れているものと考えられる。

シマタニワタリノキ群集 （表2)

Adina rubella Ass. ass. nov. 

ンマタニワタリノキは， 11"1且1fi1tlllこ分イ「Jし済州、｜応Jfiitl）の渓谷河床にややかけ航れた分布

をしてL、ることが1J;11ら;j1,てL、る。

済州島では， l誌の南側の渓流の河床自llにのみかきってシマタニワ タリ ノキが生じ， 特徴

的なn下泌を形成している。訓倉地は， 海抜 150～ 200m付近である。 河床は夏期にはほと
んど流水は見られず氾｜れている の 又済州島は， 火山島であ っ て， i亘~~；~’の降水は伏流水 とし

て流卜し， 一般の河川1は大雨川以外はil&Iれていることが多いの しかし台風などの大雨ll ~Jに

は~一杯にノドが流れるらしし、。

シマタニワタリノキが見られる立地は玄武岩の浴岩台地に刻まれたやや深い平坦な谷底

を作っ た谷で， 谷底には大Ii~~や岩絡が露出 しており ， 岩隙や大磁の下流側の山所をたより

にシマタニワタリノ キが疎生している。 樹高は2～ 3m松！立で時に 4～ 5m／こ達すること

もある。 l「（y会は河床に疎生ないし小凶紋状に/cl二ずることが一般的であり密集する群治は見

られなかった。 幹はタニワ タリ ノキ同様下内IIから多 く分校する。シマタ ニワタリノ キはタ

ニワタリノキに比較して， 民がやや小型で， 民の表Tillは光沢があり，タニワタリノキより

は乾燥， 向陽環境に迎したもののように考えられる。 花は頭状花序を形成し， fr，冠は淡桃

紫色であり タニワタリノ キとは異なる。

河岸の隣接するm：治よ りイスノ キ， ヒサカキ，サカキなどがごくわずかに混生している。
その他はススキ， トダシノ＼コアカソ， ヨモギなどの草木がわずかに生ずるにすぎない。

｜明日愛する河岸~＂！［［！］などの土峻の発注する1911こは， イス ノキ，スタジイ等の照葉林が見られ

る。 河床の乾燥しやすい特徴的な立地条件や頻繁な洪水による影響を受け， 持続in務とし
て存続しているものとHHJllJされる。

このようにシマタニワタリ ノキは， 河床に特徴的な1：下治を形成しているのでシマタニワ

タリノキ一種を機微極と して， ンマタニワタリノキJ「下集を設立することが口j能であろう 。

他には，ヤブツハキjff綱の構成種のイスノキ， ヒサカキ等が生育するが， 量的にも少なく ，

市プJに欠け， 本米の生育士山からj卑脱した何生的なものと考えられる。

上級単位について

[Tl刊T集には，ヤブツハキJi＇（：綱の閉が 多く混入しており， シマタニワタリノキ，タ ニワタ
リノキともに附民林城に分布城をもっ！！積地樹である。 このことからヤブツバキ群綱に所属

せしめるのが一応妥当と考えられるが， 両H下集に混入するヤブツバキ併綱の種は量的に少

なし洪水やl吃燥， 土壌の未発達等によ って本来の成長を成し得ず発育不良乃至11崎型的な

形で生きているにすぎなL、。 これは周辺のヤブツハキ群綱域から落下，流入した随伴種に

すぎないことを示すものと考えられる。 タニワタリ ノキ知の群落立士山の特異性を考えると

オノエヤナギ1/'f綱等と同じく河床に結びついた独立の群綱とする考えも成立する。 しかし

タニワタリノ キ知の本拠は111111商店から東南アジアにかけての域にあって， これらの地域

の資料が充分でない現在ではp この両併集のJn：納lへの所属については結論を将来に持越し
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たい。

タニワタリノキ，シマタニワタリノキは近縁の睡でタ ニワタリノキ同 （AdinaSA1.1su.) 

においてヘッカニガキなどの林床生の種とは異なった併を形成しており， このタニワタリ

ノキ・シマタニワタリ ノキ昨〔節〉を Kentaxonとして両群集をタニワタリノキ昨｜守｜にま

とめるのが良いと考えられる。

タニワタリノキ群団には， 東南アジアに更に1～2の別の併集が加えられるであろう 。

Tr下回即群目，すなわちタニワタリノキ昨日とするのが良いと考えられるが， この問題に

ついては更に東南アジアの資料を得て， 再検討を行ないたいの
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タニワタリノキと同等の環境に生育する昨夜については未だ知らなL、。 しかし｜塗iM.な渓

岩上にはコハンノキなどが知られており， これらの群務とタニワタリ ノキ類の昨務との関

連について検討する必要があろう 。

温帯林域において河床にはヤナギ林の発達が広 く一般的に見られる。 ヤナギ林の形成に

は，流水の季節的な変化3 特に中性群落への遷移を回止する洪水の存在が大きな嬰因であ

ろうと考えられる。 一方亜熱；fr¥＇，熱帯の河川｜環境は，渦ザ，；とは異なり，流水量の季節的変

化の状態が異なっていると考えられる。

亜熱帯， 熱'!Ff'の河川の植物群落の発現には温帯とは別の~因が考えられねばならない。

タニワタリ ノキ群落を含め， 亜熱帯，熱情1：攻の河川mつ告の群存体系については， 研究が
阪めて不充分で今後の研究がまたれる。

またタニワタリ ノキ，シマタニワタリ ノキは， タニワタリ ノキ属の分布圏の北方限界付

近に当たり， 属の本拠地て’ある熱帯， i匝熱’M1＇の南方城についての J洋治が明らかにならぬと

上級単位の位置づけについて論ずることはできない。

Adina属のある種は熱帝の河岸や湿原に生ずることが知られており（PAlJMASNS1976), 

また Adinαに近縁の Ceρhalanthusoccidentalisが-Itアメリカftflitf）においてタニワ

タリ ノキ同様河岸や乾いた河床などに生ずるなど Adinaとその近縁j罰にはヤナギ）罰に類

した習性を示すものが多いことは興味あることである内
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